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第
六
十
七
条
中
「
第
六
十
三
条
か
ら
前
条
ま
で
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
」
に
、「
又
は
人
に
」
を
「
に
対
し

て
当
該
各
号
に
定
め
る
罰
金
刑
を
、
そ
の
人
に
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

第
六
十
三
条

五
千
万
円
以
下
の
罰
金
刑

二

第
六
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で

各
本
条
の
罰
金
刑

第
六
十
七
条
を
第
六
十
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
七
十
条

第
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下

の
過
料
に
処
す
る
。

第
六
十
六
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
を
削
り
、

同
条
第
二
号
中
「
、
第
十
二
条
の
六
第
二
項
」
を
削
り
、「
違
反
し
た
者
」
を
「
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同

条
第
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
八
条
の
二
、
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
四
項

若
し
く
は
第
六
項
、
第
二
十
六
条
第
四
項
若
し
く
は
第
六
項
、
第
二
十
八
条
第
二
項
又
は
第
二
十
八
条
の
二
第
一

項
（
第
八
条
の
二
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
、
第
二

十
六
条
第
四
項
及
び
第
六
項
、
第
二
十
八
条
第
二
項
並
び
に
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
つ
い
て
は
、
第
六
十
二

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

第
六
十
六
条
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
違
反
し
た
者
」
を
「
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第

四
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
十
条
第
三
項
、
第
十
五
条
又
は
第
二
十
五
条
の
二
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
六
十
二
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
通
行
の
制
限
又
は
遮
断
に
違
反
し
た
と
き
。

第
六
十
六
条
第
十
六
号
中
「
し
た
者
」
を
「
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
十
号
と
し
、
同
条
第
十
五
号

中
「
し
た
者
」
を
「
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
九
号
と
し
、
同
条
第
十
四
号
中
「
第
四
十
六
条
の
八
第

二
項
、
第
四
十
六
条
の
十
四
、」を
「
第
四
十
六
条
の
十
四
又
は
」
に
改
め
、「
、
第
四
十
六
条
の
十
八
第
二
項
（
第
四
十

六
条
の
二
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
四
十
六
条
の
十
九
第
二
項
」を
削
り
、「
違
反
し
た
者
」

を
「
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
七
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
八

第
四
十
六
条
の
十
八
第
二
項
（
第
四
十
六
条
の
二
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
四

十
六
条
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
。

第
六
十
六
条
第
十
三
号
中
「
忌
避
し
た
者
」
を
「
忌
避
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
五
号
と
し
、
同
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
六

第
四
十
六
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
、
同
条
第
一
項
た

だ
し
書
に
規
定
す
る
変
更
を
し
た
と
き
。

第
六
十
六
条
第
十
二
号
を
削
り
、
同
条
第
十
一
号
中
「
忌
避
し
た
者
」
を
「
忌
避
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同

条
第
十
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

第
四
十
六
条
第
四
項
（
第
六
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
処
分
を
拒

み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
と
き
。

第
六
十
六
条
第
十
号
中
「
し
た
者
」
を
「
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、同
条
第
九
号
中「
忌

避
し
た
者
」
を
「
忌
避
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

第
四
十
条
第
五
項
、
第
四
十
五
条
第
五
項
若
し
く
は
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
第
六
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
陳
述
を
せ
ず
、

若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

目
次
の
改
正
規
定（「
第
六
十
二
条
の
六
」
を
「
第
六
十
二
条
の
五
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
条
の
次

に
三
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
第
六
十
二
条
の
二
を
削
り
、
第
六
十
二
条
の
三
を
第
六
十
二
条
の
二
と
し
、
第

六
十
二
条
の
四
か
ら
第
六
十
二
条
の
六
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
及
び
第
七

条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
十
二
条
の
三
の
次
に
三
条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
十
二
条
の
三
の
三
及
び
第
十
二
条
の
三
の
四
に
係
る
部

分
に
限
る
。）、
第
十
二
条
の
五
の
改
正
規
定（「
と
き
は
」
の
下
に
「
、
飼
養
衛
生
管
理
指
導
等
計
画
に
即
し
て
」

を
加
え
る
部
分
に
限
る
。）、
第
十
二
条
の
六
第
一
項
及
び
第
二
項
の
改
正
規
定（「
と
き
は
」
の
下
に
「
、
飼
養
衛

生
管
理
指
導
等
計
画
に
即
し
て
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
第
十
二
条
の
七
の
改
正
規
定（「
前
二
条
の
規

定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
と
つ
た
措
置
」
を
「
飼
養
衛
生
管
理
指
導
等
計
画
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）並
び

に
附
則
第
四
条
第
三
項
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日
三

第
三
十
一
条
の
改
正
規
定
、
第
四
十
六
条
第
一
項
の
改
正
規
定（「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め

る
部
分
に
限
る
。）、
第
四
十
七
条
の
改
正
規
定（「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
二
項
」
を
加
え

る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
第
六
十
条
第
一
項
及
び
第
六
十
一
条
の
改
正
規
定

令
和
三
年
四
月
一
日

第
六
十
六
条
第
八
号
中
「
違
反
し
た
者
」
を
「
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
七

号
中
「
忌
避
し
た
者
」
を
「
忌
避
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中「
忌
避
し
た
者
」

を
「
忌
避
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中
「
忌
避
し
た
者
」を「
忌
避
し
た
と
き
。」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

第
十
八
条
（
第
六
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、
第

十
八
条
に
規
定
す
る
家
畜
を
殺
し
た
と
き
。

第
六
十
六
条
を
第
六
十
八
条
と
す
る
。

第
六
十
五
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
違
反

し
た
者
」
を
「
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
又
は
第
四
十
六
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た

者
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
、同
項
に
規
定
す
る
滅
菌
譲
渡
を
し
た
と
き
。」

に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
違
反
し
た
者
」
を
「
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

第
四
十
六
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
。

第
六
十
五
条
を
第
六
十
七
条
と
す
る
。

第
六
十
四
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
第
十

三
条
の
二
第
一
項
、」を
削
り
、「
違
反
し
た
者
」
を
「
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
違
反
し
た
者
」
を

「
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
し
た
者
」
を
「
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、

同
条
第
五
号
中
「
し
た
者
」
を
「
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中「
違
反
し
た
者
」

を
「
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中「
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
、」を
削
り
、

「
違
反
し
た
者
」
を
「
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

三

第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
、
家
畜
の
伝
染
性
疾

病
の
病
原
体
で
あ
つ
て
既
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
監
視
伝
染
病
の
病
原
体
以
外
の
も
の
を
輸
入
し
た
と

き
。

第
六
十
四
条
を
第
六
十
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
六
十
六
条

第
十
二
条
の
六
第
二
項
又
は
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
（
第
六
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
百
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
。

第
六
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
六
十
四
条

第
四
十
六
条
の
五
第
一
項
又
は
第
四
十
六
条
の
十
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を

し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

附
則
第
五
条
の
前
の
見
出
し
及
び
同
条
か
ら
附
則
第
十
条
ま
で
を
削
る
。
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